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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・イネ生産者、カーボンニュートラルを考え
ている企業・自治体・研究所
・コメの流通・販売、製造・加工に関連する
企業

イネや水田、稲わらの有効利用、栽培技術や
有機肥料を総合的に見直して、新たな技術や社
会実装を考えて、カーボンニュートラルを目指
します。

作物学研究室 http://www.agr.niigata-u.ac.jp/~crop_rice/index.html
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水田におけるカーボンニュートラルと農工業技術開発
～ 食料生産、環境負荷低減、バイオ製品生産などの社会実装を目指す ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させる
カーボンニュートラルを2050年に達成するこ
とを日本政府は目標としています。温室効果ガ
スは二酸化炭素CO2だけでなく、メタンCH4や
一酸化二窒素N2Oもあり、水田環境では、この
2つのガスも発生しています。水田における温
室効果ガス排出量を実質ゼロにする取り組みを
進めています。
まずイネとして、食料生産と稲わらとしての
バイオマスの増産を両立する新品種を育成して
いき、 CO2が吸収されます。稲わらは前処理、
糖化、発酵、精製を経てプラスチックの原料と
なるポリマーなどの化学物質を生産していきま
す。
農水省による「みどりの食料システム戦略」
に有機農業の推進が掲げられています。有機肥
料を有効に活用することで、残存肥料が減るた
めにN2O発生が抑制されます。また中干し（田
植え後約１ヶ月後に排水してひびが入るまで乾
燥させる）を長期化することで、土壌の嫌気性
が解消されてがCH4が抑制されます。
現在育成したイネを栽培しながら、関連する
データを取得したり、機器開発をすすめて栽培
技術の確立と社会実装を目指していきます。
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